
～ 令和7年　　3月　　14日

(対象者数) 34人 (回答者数) 21人

～ 令和7年　　3月　　14日

(対象者数) 8人 (回答者数) 8人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
施設内の設備を見直し、子どもたちがより一
層過ごしやすい環境作りを行っていく。

2
保護者様にアンケートを行い、ニーズに沿っ
た活動を行っていけるように取り組み予定で
いる。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
保護者様に事前にアンケートを行い、保護者
様が参加しやすい様に日程調整を行い、保護
者会・父母会を実施する。

2

利用者の中でも放課後児童クラブや児童館を
利用している方もいらっしゃるので、そちら
の職員さんと交流を持って、子どもの支援に
役立てていく。

3

事業所における自己評価総括表

事業所名 おもちゃ箱まちだ

保護者評価実施期間 令和7年　　2月　　27日

保護者評価有効回答数

令和7年　　2月　　27日

令和7年　　　3月　　24日

従業者評価実施期間

従業者評価有効回答数

事業者向け自己評価表作成日

事業所の強みだと思われること 工夫していることや意識的に行っている取組等

施設内が広く子どもたち一人一人の
スペースが確保できている

清掃を徹底的に行い衛生面の確保を行い、
子どもたちが過ごしやすい環境を作ってい
る。

保護者会・父母会の実施

放課後児童クラブや児童館との交流
子どもたちと接している時間が放課後児童クラブ
や児童館と一緒であるため、時間を確保して交流
する機会が持てなかった。

充実した日々の活動内容

5領域に沿った内容で小集団活動を行い、子ども
たちの成長に繋げられるように取り組んでいる。
また、外出活動も行い子どもたちの社会性も育ん
でいる。

事業所の弱みだと思われること 事業所として考えている課題の要因等

感染症の恐れから大人数で行う会を開くこ
とを懸念していたため。


	(放デイ)総括表

